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投稿論文

紀要『エンロールメント・マネジメントとIR』では、以下の要領で投稿論文を募集している。

テーマと投稿資格

エンロールメント・マネジメントまたはIRに関するテーマの論文であれば、誰でも投稿可。

論文募集要項：

（1）　投稿論文の種類および内容は以下の表1の通りとする。投稿論文は、未発表のものに限る。二重投稿は、

認めない。投稿論文の種類は、編集委員会が決定する。

表1

（2）　投稿論文は、巻末に掲載している「論文執筆要領」にのっとり執筆する。

（3）　投稿締切と投稿方法は、次の通りとする。

1．投稿締切は、毎年 11 月 1 日。ただし依頼論文および EMIR 勉強会資料の投稿締切は編集委員会

が別途定める。

2．以下の①および②を、PDF 形式に変換のうえ、11 月 1 日までに bosyu@mail.tais.ac.jp 宛てに

提出する。

① 執筆者氏名、所属機関名、論文題目、連絡先（メール、電話番号、住所）を記載した様式任

意の文書 1枚

② 執筆者氏名および所属機関名を伏せた投稿論文 1篇

（4）　編集委員会は、論文募集要項に定める依頼論文・EMIR勉強会資料以外の全ての投稿論文を審査する。

編集委員会は、審査の過程で、投稿論文の修正を求めることができる。

（5）　投稿論文は大正大学機関リポジトリで公開するため、このことに同意の上で投稿する。

紀要『エンロールメント・マネジメントと IR』編集委員会

　大正大学エンロールメント・マネジメント研究所紀要の第 2 集が発刊となる。当研究所も 4 年

目を迎えることとなり、毎年度開催している「EMIR 勉強会」とともに、本誌も、当研究所の活動

の柱の 1つとなりつつある。

　第 2集である本誌は、投稿論文として、編集委員会の査読を経て、1本の研究論文を採択し、掲

載することとなった。当該論文は、独自性の高い研究の取り組みであり、今後さらに発展するこ

とで、大学マネジメントの実務にも寄与する可能性が高い。投稿頂きました研究者のみなさまには、

心より感謝を申し上げますと共に、この後の益々の成果をご期待申し上げます。

　また、本誌の特集は、「IR と組織文化の相互作用」をテーマに、4 本の学外からの寄稿と 4 本の

当研究所のメンバーによる原稿から構成されている。学外からいただいた御高論のうちの 1 つは、

国立大学法人岡山大学地域総合センターとの複数年に亘る共同研究の中間報告でもある。

　本誌は研究論文集としては、紙幅の制限が緩やかでもあり、合計 9本の論文で 110 頁を超える冊

子となった。本誌が、日本の高等教育における IRや EM の発展に寄与することを祈念して、編集後

記としたい。本誌の作成に関わってくださった全てのみなさまに、心より深く感謝申し上げます。

種類 内容

研究論文
先行研究の知見を踏まえた研究の成果をまとめた論文。または、ある研究テーマに関する

体系的な解説や研究蓄積のレビューを行った論文。

実践報告論文
高等教育機関のエンロ―ルメント・マネジメントまたは IRに関する実践から得られた成果

をまとめ、かつ、その成果が他の高等教育機関や関係者に裨益することが期待できる論文。

研究ノート 研究論文または実践報告論文の中間的成果をまとめた論文。

依頼論文
編集委員会が時宜に適うテーマを各号に設定し、そのテーマに関連する知見を有する専門

家や有識者に執筆を依頼する論文。

EMIR 勉強会資料 大正大学エンロ―ルメント・マネジメント研究所が主催するEMIR勉強会で活用された資料。

その他 編集委員会が適切だと判断した論文や資料。




